
平
成
三
十
年
度

日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会

・
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
研
究
発
表
要
旨

期
日　

六
月
二
日（
土
）・
三
日（
日
）・
四
日（
月
）

会
場　

白
百
合
女
子
大
学　

講
堂

〒
182 –  

0001　

東
京
都
調
布
市
緑
ヶ
丘
一
丁
目
二
五

一
、
出
欠
の
葉
書
を
五
月
十
一
日
（
金
）必
着
で
お
出
し
く
だ
さ
い
。
欠
席
の
場
合
も
、

名
簿
台
帳
の
資
料
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
出
張
依
頼
状
を
御
入
用
の
方
は
、
職
名
・
提
出
先
及
び
期
間
を
明
記
の
上
、
学

会
事
務
局
（
学
習
院
大
学
文
学
部
）
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

一
、
大
会
経
費
は
、
参
加
費
千
円
、
懇
親
会
費
六
千
円
で
す
。

一
、
送
金
は
同
封
の
振
替
用
紙
（
口
座
番
号
〇
〇
一
八
〇
─
三
─
六
三
五
三
二
四
、

口
座
名
「
日
本
近
世
文
学
会
春
季
白
百
合
女
子
大
学
大
会
」）
で
、
五
月
十
一
日

（
金
）
ま
で
に
振
り
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
振
替
用
紙
に
は
、
必

ず
内
訳
を
御
記
入
く
だ
さ
い
。
参
加
費
の
み
の
方
は
、
当
日
会
場
で
も
申
し
受

け
ま
す
。

一
、
三
日
目
（
六
月
四
日
）
の
文
学
実
地
踏
査
は
、
特
に
専
用
貸
切
バ
ス
等
の
用
意 

は
い
た
し
ま
せ
ん
。
各
自
・
各
グ
ル
ー
プ
で
お
回
り
く
だ
さ
い
。

一
、
同
封
の
振
替
用
紙
に
よ
る
年
会
費
の
振
り
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
年
会
費
の
振

込
用
紙
は
『
近
世
文
藝
』
の
末
尾
に
綴
じ
込
ん
で
い
ま
す
。

一
、
宿
泊
等
に
つ
い
て
は
、
各
自
、
早
め
に
ご
手
配
く
だ
さ
い
。

一
、
会
場
受
付
に
て
「
託
児
料
金
補
助
申
請
書
」
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
該
当
す
る

会
員
の
方
は
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

一
、
お
急
ぎ
の
御
用
は
左
記
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
本
近
世
文
学
会
春
季
白
百
合
女
子
大
学
大
会
事
務
局

白
百
合
女
子
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
科　

日
置
貴
之
研
究
室

〒
182 –  

0001　

東
京
都
調
布
市
緑
ヶ
丘
一
丁
目
二
五

電
話　

〇
三
─
三
三
二
六
─
五
一
四
四
（
内
線
六
六
八
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

hioki@
shirayuri.ac.jp

※
会
場
校
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
大
会
二
日
目
の
会
場
校
に
よ
る
昼
食
（
弁
当
）
の

提
供
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
同
様
の
理
由
か
ら
、
不

参
加
者
用
の
発
表
資
料
送
付
も
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。
会
員
各
位
の
ご
理
解
ご
諒
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
事
務
局
）



日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
の
ご
案
内

会
員
の
皆
様
に
は
時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
三
十
年
度
春
季
大
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
三
十
年
四
月
二
十
日

【
会
　
場
】
白
百
合
女
子
大
学

【
行
　
事
】

第
一
日
　
六
月
二
日
（
土
）

委
員
会
（
一
二
・
二
〇
〜
一
三
・
四
〇
）

委
員
会
会
場
　
二
号
館
二
階
大
会
議
室

大
会
受
付
（
一
三
・
〇
〇
）

開
会
時
間
（
一
四
・
〇
〇
）

研
究
発
表
会
（
一
四
・
一
〇
〜
一
五
・
五
〇
）

研
究
発
表
会
会
場
　
講
堂

1　

江
湖
詩
社
に
よ
る
宋
詩
選
集
刊
行
に
つ
い
て
―
南
宋
三
大
家
を
中
心
に
―	

早
稲
田
大
学
（
院
）　

藤　

冨　

史　

花

2　

国
分
青
厓
評
林
詩
と
幕
末
漢
詩
―
大
沼
枕
山
・
成
島
柳
北
「
地
震
行
」
と
の
関
係
―	

早
稲
田
大
学
（
院
）　

松　

葉　

友　

惟

3　

石
川
雅
望
・
曲
亭
馬
琴
の
『
三
国
演
義
』「
空
城
計
」
本
事
と
『
天
禄
閣
外
史
』	

明
治
大
学
名
誉
教
授　

徳　

田　
　
　

武

日
本
近
世
文
学
会
賞
授
賞
式
・
総
会
（
一
六
・
〇
〇
〜
一
七
・
三
〇
）

懇
　
親
　
会
（
一
八
・
〇
〇
〜
二
〇
・
〇
〇
）

懇
親
会
会
場
　
十
一
号
館
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

第
二
日
　
六
月
三
日
（
日
）

大
会
受
付
（
一
〇
・
〇
〇
）

研
究
発
表
会
　
午
前
の
部
（
一
〇
・
三
〇
〜
一
二
・
一
〇
）

日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
会
場
校
代
表　

日
　
置
　
貴
　
之

日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
代
表　

鈴
　
木
　
健
　
一

〔
事
務
局
連
絡
先
〕

〒
171 –  

8588　

東
京
都
豊
島
区
目
白
一
─
五
─
一

学
習
院
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科　

　
　
　
　

鈴
木
健
一
研
究
室

電　

話　

〇
三
─
五
九
〇
四
─
九
二
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
─
五
九
九
二
─
九
三
一
七
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研
究
発
表
会
会
場
　
講
堂

4　

浅
井
了
意
の
仏
書
に
つ
い
て 

―
「
浄
土
三
部
経
鼓
吹
」
の
典
拠
を
中
心
に
―	

お
茶
の
水
女
子
大
学
研
究
員　

木　

村　

迪　

子

5　

小
城
鍋
島
文
庫
蔵
『
十
帖
源
氏
』
著
者
書
入
本
か
ら
見
え
る
も
の
―
成
立
時
期
と
編
纂
意
図
を
中
心
と
し
て
―	

佐
賀
大
学　

中　

尾　

友
香
梨

6　

多
田
南
嶺
と
伊
藤
東
涯
・
梅
宇
兄
弟	

同
志
社
大
学　

神　

谷　

勝　

広

昼
　
休
　
み
（
一
二
・
一
〇
〜
一
三
・
三
〇
）

編
集
委
員
会
会
場
　
一
号
館
二
階
一
二
〇
三
教
室

研
究
発
表
会
　
午
後
の
部
（
一
三
・
三
〇
〜
一
五
・
四
〇
）

研
究
発
表
会
会
場
　
講
堂

7　

秋
里
籬
島
に
よ
る
「
図
会
も
の
」
読
本
の
形
成
と
そ
の
周
辺	

お
茶
の
水
女
子
大
学　

藤　

川　

玲　

満

8　

木
村
黙
老
の
蔵
書
目
録
攷
―
多
和
文
庫
蔵
『
高
松
家
老
臣
木
村
亘
所
蔵
書
籍
目
録
残
欠
』
―	

愛
知
県
立
大
学　

三　

宅　

宏　

幸

9　

光
格
上
皇
の
文
化
的
行
事
お
よ
び
そ
の
再
興	

大
手
前
大
学　

盛　

田　

帝　

子

10　
『
四
季
交
加
』
と
『
四
季
物
語
』	

国
文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授　

大　

高　

洋　

司

閉
　
　
　
会
（
一
五
・
四
〇
）

第
三
日
　
六
月
四
日
（
月
）

文
学
実
地
踏
査
　
各
自
・
各
グ
ル
ー
プ
で
お
回
り
く
だ
さ
い
。

図
書
展
示
　
白
百
合
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
近
世
文
学
資
料
展

日
時
　
六
月
一
日
（
金
）
～
二
十
三
日
（
土
）

学
会
開
催
期
間
中
、
六
月
二
日
（
土
）
は
一
〇
・
二
〇
～
一
七
・
五
〇
開
館
、
三
日
（
日
）
は
図
書
館
休
館
の
た
め
閲
覧
不
可
、
四
日
（
月
）
は
八
・
四
〇

～
二
〇
・
〇
〇
開
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。

場
所
　
白
百
合
女
子
大
学
図
書
館

ま
た
、
大
会
一
日
目
・
二
日
目
に
、
学
内
に
移
築
さ
れ
て
い
る
歌
人
菊
池
袖
子
の
生
家
「
め
ぐ
み
荘
（
旧
菊
池
家
住
宅
、
国
登
録
有
形
文
化
財
）」
を
開

放
い
た
し
ま
す
。
公
開
時
間
は
、
六
月
二
日
（
土
）
は
一
二
・
〇
〇
～
一
七
・
〇
〇
、三
日
（
日
）
は
一
〇
・
〇
〇
～
一
五
・
三
〇
と
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
四
日
（
月
）
は
開
放
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

※
会
場
に
て
『
近
世
文
藝
』
九
五
号
・
九
六
号
を
無
料
配
布
い
た
し
ま
す
。



江
湖
詩
社
に
よ
る
宋
詩
選
集
刊
行
に
つ
い
て

―
南
宋
三
大
家
を
中
心
に
―早

稲
田
大
学
（
院
）　

藤　

冨　

史　

花

　

享
和
か
ら
文
化
年
間
に
か
け
て
、
江
湖
詩
社
の
詩
人
た
ち
は
南
宋
三

大
家
（
范
成
大
・
楊
万
里
・
陸
游
）
を
中
心
に
、
和
刻
本
の
宋
詩
の
選

集
を
陸
続
と
刊
行
し
た
。『
宋
三
大
家
絶
句
』（
享
和
三
年
刊
）、『
三
家

妙
絶
』（
文
化
四
年
刊
）、『
広
三
大
家
絶
句
』（
文
化
九
年
刊
）
な
ど
が

あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
清
人
の
選
ん
だ
大
部
な
総
集
か
ら
三
大
家
の
七
言

絶
句
の
み
を
採
っ
た
も
の
で
、
清
版
の
総
集
を
そ
の
ま
ま
覆
刻
し
た
も

の
で
な
く
、
独
自
の
編
纂
意
図
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　

江
湖
詩
社
が
七
絶
を
偏
重
し
た
背
景
に
は
、
当
時
の
士
農
工
商
各
層

へ
漢
詩
を
普
及
さ
せ
よ
う
と
の
意
図
が
あ
っ
た
。
各
層
の
初
心
者
が
漢

詩
を
作
る
際
は
、
詩
体
の
中
で
最
も
作
り
や
す
い
と
さ
れ
る
七
絶
が
中

心
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
広
瀬
淡
窓
は
そ
の
背
後
に
あ
る
商
業
的
意
図

を
看
取
し
て
「
識
趣
鄙
陋
ナ
リ
」（『
淡
窓
詩
話
』
明
治
十
五
年
刊
）
と

批
判
し
た
。

　

し
か
し
、
江
湖
詩
社
の
詩
人
た
ち
の
企
図
し
た
と
こ
ろ
は
商
業
的
成

功
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
宋
詩
選
集
と
並
行
し
て
南
宋
三
大

家
の
別
集
も
刊
行
し
た
。
そ
こ
に
載
る
詩
と
、『
宋
三
大
家
絶
句
』
と
い

っ
た
宋
詩
選
集
に
載
る
詩
と
を
、
こ
れ
ら
和
刻
本
が
依
拠
し
た
清
版
と

対
比
し
つ
つ
検
討
す
る
と
、
基
本
的
に
重
複
が
な
く
、
併
読
を
前
提
に

編
集
さ
れ
た
と
分
る
。
南
宋
三
大
家
の
選
集
と
別
集
と
を
併
読
す
る
こ

と
で
、
七
絶
以
外
の
詩
体
も
和
刻
本
を
通
し
て
学
べ
る
よ
う
に
企
図
さ

れ
て
い
た
。

　

江
湖
詩
社
の
詩
人
た
ち
は
自
身
の
作
詩
で
も
、
こ
れ
ら
の
宋
詩
選
集

編
集
過
程
で
摂
取
す
る
こ
と
多
く
、
後
進
に
範
を
示
す
意
図
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

国
分
青
厓
評
林
詩
と
幕
末
漢
詩

―
大
沼
枕
山
・
成
島
柳
北
「
地
震
行
」
と
の
関
係
―

早
稲
田
大
学
（
院
）　

松　

葉　

友　

惟

　

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
漢
詩
人
で
あ
る
国
分
青
厓
の
詩
業
の
一

つ
に
、
新
聞
『
東
京
電
報
』
や
『
日
本
』
の
「
評
林
」
欄
上
で
、
新
聞
の

記
事
に
典
拠
を
取
り
な
が
ら
時
事
を
批
評
す
る
漢
詩
（
以
後
「
評
林
詩
」

と
称
す
る
）
が
存
在
す
る
。

　

そ
の
中
で
も
明
治
二
十
一
年
の
磐
梯
山
噴
火
を
詠
ん
だ
「
磐
梯
山
噴
火

（
哭
羣
鬼
）」
は
青
厓
の
評
林
詩
集
『
詩
董
狐
』
の
第
一
首
に
録
さ
れ
る
代

表
的
な
作
品
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
明
治
三
十
九
年
三
月
三
十
一
日
付
の

『
台
湾
日
日
新
聞
』
に
、
明
ら
か
に
本
作
を
換
骨
奪
胎
し
た
も
の
で
あ
る

漢
詩
「
地
震
行
」（
三
屋
大
五
郎
の
作
で
あ
る
同
年
に
起
こ
っ
た
台
湾
の

嘉
義
大
地
震
を
詠
ん
だ
も
の
）
が
存
在
す
る
こ
と
を
ま
ず
指
摘
す
る
。

　

そ
の
「
地
震
行
」
と
い
う
題
は
、
大
沼
枕
山
や
成
島
柳
北
が
安
政
の
大

地
震
を
受
け
て
作
っ
た
漢
詩
の
題
で
も
あ
る
。
当
時
の
評
林
詩
の
読
者

が
、
青
厓
の
「
磐
梯
山
噴
火
」
を
、
枕
山
や
柳
北
の
「
地
震
行
」
の
流
れ

に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
受
容
し
て
い
た
こ
と
が
こ
の
こ
と
よ
り
わ
か

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
枕
山
ら
の
「
地
震
行
」
が
、
災
害
被
害
の
詳
細

を
伝
え
つ
つ
為
政
者
批
判
を
す
る
と
い
う
、
青
厓
の
「
磐
梯
山
噴
火
」
に

代
表
さ
れ
る
評
林
詩
と
共
通
す
る
性
質
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。

　

最
後
に
、
青
厓
の
評
林
詩
は
枕
山
や
柳
北
の
「
地
震
行
」
の
よ
う
な
幕

末
の
漢
詩
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
り
な
が
ら
も
、
新
聞
と
い
う
明
治
の

新
た
な
メ
デ
ィ
ア
と
結
び
つ
い
た
こ
と
で
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
、
人
気

を
博
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
い
。



石
川
雅
望
・
曲
亭
馬
琴
の
『
三
国
演
義
』「
空
城
計
」

本
事
と
『
天
禄
閣
外
史
』明

治
大
学
名
誉
教
授　

徳　

田　
　
　

武

　
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
第
十
九
回
に
、「
便
是
黄
叔
度
が
、
琴
を
鼓
し

て
群
賊
を
、
退
け
し
と
い
う
謀
に
お
な
じ
」
と
あ
る
。

　

普
通
、
右
の
文
章
か
ら
連
想
す
る
も
の
は
、『
三
国
演
義
』
第
九
十
五

回
「
武
侯
弾
琴
退
仲
達
」（『
通
俗
三
国
志
』
四
十
「
孔
明
智
退
仲
達
」）

に
描
か
れ
た
、
諸
葛
亮
の
空
城
計
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
馬
琴
は
、
こ

れ
を
黄
叔
度
の
話
と
す
る
。
こ
の
黄
叔
度
の
空
城
計
は
、
明
の
王
逢
年

の
偽
書『
天
禄
閣
外
史
』巻
一「
兵
法
」に
見
え
る
。
す
な
わ
ち
馬
琴
は
、『
演

義
』
の
空
城
計
は
、『
外
史
』
の
黄
叔
度
の
話
に
基
づ
く
と
認
識
し
て
い

る
の
だ
。

　

こ
の
認
識
は
、
馬
琴
よ
り
早
く
石
川
雅
望
の
『
ね
ざ
め
の
す
さ
び
』

巻
一
に
記
さ
れ
て
お
り
、
馬
琴
は
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
、
こ
の

記
事
を
『
蛾
術
斎
慢
（
マ
マ
）
筆
』
初
巻
か
ら
筆
写
し
て
い
る
（
早
大

図
書
館
曲
亭
叢
書
）
か
ら
、
こ
の
認
識
を
雅
望
か
ら
得
て
、『
八
犬
伝
』

に
記
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
『
外
史
』
の
成
立
は
嘉
靖
末
年
（
一
五
六
六
）、『
演
義
』
の
極
初
の
版

本
で
あ
る
嘉
靖
本
は
、同
元
年
（
一
五
二
二
）
の
刊
行
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

『
外
史
』が『
演
義
』か
ら
空
城
計
を
取
っ
た
と
考
え
ら
れ
、現
在
の『
演
義
』

研
究
か
ら
見
れ
ば
、
雅
望
や
馬
琴
の
認
識
は
誤
っ
て
い
る
。
し
か
し
両

人
の
記
述
か
ら
、『
外
史
』
が
『
演
義
』
の
空
城
計
を
改
作
し
た
事
が
判

明
し
、
こ
れ
は
当
時
の
唐
土
に
も
見
出
さ
れ
な
い
発
言
の
よ
う
で
あ
り
、

当
時
の
日
本
で
『
演
義
』
研
究
が
進
展
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

浅
井
了
意
の
仏
書
に
つ
い
て

─
「
浄
土
三
部
経
鼓
吹
」
の
典
拠
を
中
心
に
─

お
茶
の
水
女
子
大
学
研
究
員　

木　

村　

迪　

子

　

近
世
前
期
の
仮
名
草
子
作
家
・
浅
井
了
意
は
真
宗
大
谷
派
の
僧
侶
で
も

あ
っ
た
。
寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
に
『
善
悪
因
果
経
直
解
』
を
上
梓
し

て
以
降
は
、
仮
名
草
子
よ
り
む
し
ろ
仏
書
の
著
述
活
動
に
励
ん
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　

本
発
表
で
は
了
意
の
仏
書
の
内
、
特
に
「
浄
土
三
部
経
鼓
吹
」（
寛
文

八
～
延
宝
二
年
）
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
典
拠
精
査
の
結
果
を
述
べ
る
。

　

調
査
の
結
果
、『
阿
弥
陀
経
鼓
吹
』・『
無
量
寿
経
鼓
吹
』
に
は
、『
存
覚

法
語
』・『
教
行
信
証
』
な
ど
の
真
宗
聖
教
利
用
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
利
用
は
書
名
を
隠
し
、
文
章
を
一
部
改
変
し
た
も
の
で
、
一
見
し
て

そ
れ
と
は
分
か
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
真
宗
聖
教
の
不
明
瞭
な
利
用
の

半
面
、『
無
量
寿
経
鼓
吹
』・『
観
無
量
寿
経
鼓
吹
』
に
お
い
て
は
、
了
恵

の
『
大
経
抄
』、
聖
冏
の
『
釈
浄
土
二
蔵
頌
義
』、
聖
総
の
『
大
経
直
談
要

註
記
』、
良
忠
の
『
観
経
疏
伝
通
記
』
と
い
っ
た
浄
土
宗
学
僧
著
述
の
古

註
が
積
極
的
に
用
い
ら
れ
、
特
に
『
頌
義
』・『
大
経
抄
』
に
つ
い
て
は
書

名
が
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
更
に
、
了
意
の
生
前
に
刊
行

さ
れ
た
仏
書
の
内
、『
大
原
談
義
聞
書
鈔
句
解
』（
延
宝
六
年
）巻
一
ノ
三「
興

御
書
異
説
」
に
『
教
行
信
証
』
を
引
く
以
外
に
、
真
宗
聖
教
に
つ
い
て
書

名
を
明
示
し
た
引
用
記
述
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
調
査
結
果
を
受
け
て
発
表
者
は
、
了
意
が
自
発
的
な
真
宗
聖
教
利

用
の
制
限
を
行
っ
た
理
由
が
、
東
本
願
寺
に
所
属
す
る
学
僧
で
は
な
か
っ

た
こ
と
や
、
彼
の
父
が
弟
・
西
川
宗
治
の
東
本
願
寺
出
奔
に
関
わ
っ
て
破

門
に
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。



小
城
鍋
島
文
庫
蔵
『
十
帖
源
氏
』
著
者
書
入
本
か
ら

見
え
る
も
の

―
成
立
時
期
と
編
纂
意
図
を
中
心
と
し
て
―

佐
賀
大
学　

中　

尾　

友
香
梨

　
『
十
帖
源
氏
』は
貞
門
俳
諧
師
・
野
々
口
立
圃（
一
五
九
五
～
一
六
六
九
）

の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
小
城
鍋
島
文
庫
本

は
、著
者
の
自
筆
跋
文
を
有
す
る
も
の
と
し
て
早
く
か
ら
注
目
を
浴
び
た

が
、そ
れ
以
上
の
考
察
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。実
は
該
書
に
は

夥
し
い
数
の
書
入
れ
が
あ
り
、墨
の
書
入
れ
は
跋
文
と
同
様
に
著
者
の
自

筆
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
『
十
帖
源
氏
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）

が
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
小
城
鍋
島
文
庫
本
の
著
者
書
入
れ
は
、

慶
安
年
間
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
『
十
帖
源
氏
』
の

成
立
と
刊
行
は
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
を
下
ら
な
い
。

　

源
氏
物
語
の
絵
入
版
本
は
、
立
圃
と
同
じ
く
貞
徳
に
学
ん
だ
山
本
春

正
の『
絵
入
源
氏
物
語
』（
慶
安
三
年
十
一
月
跋
）が
最
初
の
も
の
と
さ
れ
、

立
圃
の
『
十
帖
源
氏
』
は
こ
れ
に
対
抗
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
が
、
実
態
は
逆
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

早
稲
田
大
学
九
曜
文
庫
と
国
立
国
会
図
書
館
に
も
、
小
城
鍋
島
文
庫

本
と
類
似
す
る
書
入
れ
を
も
つ
『
十
帖
源
氏
』
が
蔵
さ
れ
て
お
り
、
立

圃
門
の
俳
諧
師
が
所
有
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
は
、
立
圃
が
俳
諧
を
教
授
す
る
一
環
と
し
て
『
十

帖
源
氏
』
の
講
義
を
行
っ
た
こ
と
、『
十
帖
源
氏
』
の
編
纂
意
図
も
け
っ

し
て
従
来
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
源
氏
物
語
を
普
及
さ
せ
る
の
が
第
一

義
で
は
な
く
、
ま
ず
は
俳
諧
師
の
教
育
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

多
田
南
嶺
と
伊
藤
東
涯
・
梅
宇
兄
弟

同
志
社
大
学　

神　

谷　

勝　

広

　

現
在
、
多
田
南
嶺
（
一
六
九
四
～
一
七
五
〇
）
は
神
道
家
・
浮
世
草

子
作
者
と
し
て
、伊
藤
東
涯（
一
六
七
〇
～
一
七
三
六
）・
梅
宇（
一
六
八
三

～
一
七
四
五
）
兄
弟
は
儒
学
者
と
し
て
、
主
に
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
南
嶺
と
伊
藤
兄
弟
の
関
連
は
等
閑
視
さ
れ
て
い
な
い
か
。

　

し
か
し
従
来
指
摘
を
受
け
て
い
な
い
が
、
南
嶺
は
享
保
十
四
年

（
一
七
三
〇
）
に
東
涯
に
入
門
し
、
知
人
（
伊
勢
の
矢
納
勘
介
・
伊
丹
の

北
河
原
助
三
郎
な
ど
）
の
紹
介
も
し
て
い
る
。
ま
た
自
作
の
浮
世
草
子

に
東
涯
周
辺
の
人
物
を
モ
デ
ル
と
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
指
摘
と
し
て
は
、

神
谷
が
香
川
修
庵
の
事
例
に
言
及
し
た
以
外
な
か
っ
た
が
、
陶
山
南
濤
・

堀
南
湖
・
沢
田
一
斎
な
ど
も
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
南
嶺
と
梅
宇
に
直
接
交
流
が
あ
っ
た
か
は
未
詳
な
が
ら
、

梅
宇
の
随
筆
『
見
聞
談
叢
』（
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
自
序
）
に
見
え

る
痛
烈
な
山
崎
闇
斎
へ
の
批
判
が
、南
嶺
の
随
筆
『
ぬ
の
は
の
草
紙
』（
寛

保
三
年
（
一
七
四
三
）
自
序
）
や
気
質
物
浮
世
草
子
『
鎌
倉
諸
芸
袖
日
記
』

（
同
年
刊
）・『
世
間
母
親
容
気
』（
宝
暦
元
年
（
一
七
五
二
）
刊
）
へ
も

影
響
し
て
い
る
こ
と
を
、
今
回
新
た
に
指
摘
す
る
。

　

南
嶺
浮
世
草
子
の
場
合
、
人
脈
の
調
査
に
よ
っ
て
身
近
な
モ
デ
ル
の

存
在
が
浮
か
び
あ
が
り
、
作
中
に
お
け
る
モ
デ
ル
へ
の
揶
揄
・
批
判
な

ど
が
見
え
て
く
る
。
そ
こ
か
ら
、
そ
の
揶
揄
・
批
判
な
ど
を
楽
し
む
読

者
が
読
者
層
の
一
部
に
い
た
こ
と
も
想
定
可
能
と
な
る
。
つ
ま
り
、
伝

記
の
解
明
・
作
品
の
読
解
・
読
者
層
の
把
握
、
こ
れ
ら
が
連
動
す
る
。



秋
里
籬
島
に
よ
る
「
図
会
も
の
」
読
本
の
形
成
と
そ
の
周
辺

お
茶
の
水
女
子
大
学　

藤　

川　

玲　

満

　

秋
里
籬
島
作
『
源
平
盛
衰
記
図
会
』（
寛
政
一
二
年
刊
）『
保
元
平
治

闘
図
会
』（
享
和
元
年
刊
）『
前
太
平
記
図
会
』（
享
和
三
年
自
序
）
は
、

読
本
の
「
図
会
も
の
」
に
位
置
付
け
ら
れ
る
が
、
従
来
、
創
作
さ
れ
た

部
分
が
少
な
い
故
に
、
文
学
性
の
評
価
は
芳
し
く
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

本
発
表
で
は
、
籬
島
の
「
図
会
も
の
」
読
本
と
そ
の
周
辺
作
に
つ
い
て
、

原
拠
と
の
相
違
と
そ
の
方
法
、
他
の
著
作
と
の
連
関
を
中
心
に
検
証
し
、

作
者
の
著
述
態
度
に
ど
の
よ
う
な
特
質
が
認
め
ら
れ
る
の
か
明
ら
か
に

す
る
。

　

人
物
に
関
す
る
叙
述
で
は
、『
源
平
盛
衰
記
図
会
』
に
お
け
る
源
頼
政
、

『
保
元
平
治
闘
図
会
』
に
お
け
る
信
西
の
描
写
の
背
景
に
『
信
長
記
拾
遺
』

（
安
永
五
年
刊
）
等
に
見
え
る
彼
等
の
文
事
へ
の
評
価
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
、『
絵
本
朝
鮮
軍
記
』（
寛
政
一
二
年
刊
）
に
描
か
れ
る
毛
利
氏
の
臣

下
に
は
籬
島
の
家
系
と
の
繋
が
り
が
窺
え
る
。
本
文
の
編
集
で
は
、
中

国
の
史
伝
を
短
く
掲
げ
て
付
加
し
た
手
法
に
つ
い
て
、『
誹
諧
早
作
伝
』

（
安
永
五
年
刊
）
へ
の
漢
詩
文
の
語
句
の
採
録
や
名
所
図
会
の
解
説
記
事

に
お
け
る
典
拠
の
考
証
と
通
ず
る
着
想
と
意
味
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

作
者
が
考
証
の
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
、
筋
立
て
に
創
作
を
加
え
る
こ
と

の
慎
重
さ
に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
自
作
の
利
用
と
『
神

皇
正
統
記
』
の
摂
取
が
特
徴
的
な
『
絵
本
年
代
記
』（
享
和
二
年
刊
）
の

成
り
立
ち
、
籬
島
の
歴
史
へ
の
関
心
と
交
友
圏
と
の
関
連
の
可
能
性
に

言
及
し
た
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
文
学
活
動
・
傾
向
と
の
関
係
か
ら
作
品
形
成
の
実

態
と
表
現
手
法
の
意
味
を
探
る
こ
と
で
捉
え
ら
れ
る
、
籬
島
の
読
本
へ

の
進
出
の
在
り
方
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

木
村
黙
老
の
蔵
書
目
録
攷

—

多
和
文
庫
蔵
『
高
松
家
老
臣
木
村
亘
所
蔵
書
籍
目
録
残
欠
』—

愛
知
県
立
大
学　

三　

宅　

宏　

幸

　

曲
亭
馬
琴
の
知
友
木
村
黙
老
（
名
は
亘
）
は
讃
岐
高
松
藩
の
家
老
を

つ
と
め
た
人
物
で
、
馬
琴
が
「
書
籍
ハ
こ
と
の
外
好
ミ
候
人
ニ
て
、
奇

書
多
く
と
り
入
候
。」（
天
保
六
年
正
月
一
一
日
付
殿
村
篠
斎
宛
書
翰
）

と
書
く
よ
う
に
、
蔵
書
家
で
あ
り
、
馬
琴
と
書
籍
の
貸
借
を
頻
繁
に
行

っ
た
。

　

黙
老
の
蔵
書
目
録
に
つ
い
て
は
、
木
村
三
四
吾
氏
や
神
田
正
行
氏
に

よ
っ
て
、
鍋
田
三
善
編
『
静
幽
堂
叢
書
』（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫

所
蔵
）
所
収
の
「
讃
藩
黙
老
木
村
氏
蔵
書
目
録
」（
天
保
二
年
成
立
）
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
掲
載
書
目
数
の
少
な
さ
か
ら
、
本

目
録
に
つ
い
て
は
「
出
府
以
来
江
戸
在
番
中
に
蒐
め
た
も
の
の
略
目
録
」

（
木
村
三
四
吾
氏
）
と
結
論
づ
け
て
お
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
右
の
目
録
以
外
に
も
、
黙
老
の
蔵
書
目
録
と
思
し
き
『
高

松
家
老
臣
木
村
亘
所
蔵
書
籍
目
録
残
欠
』
が
香
川
県
の
多
和
文
庫
に
所

蔵
さ
れ
る
。『
香
川
県
史
⑮　

芸
文
』（
近
石
泰
秋
氏
執
筆
）
な
ど
が
ご

く
簡
単
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
存
在
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
ま
ず
こ
の
目
録
が
黙
老
の
蔵
書
目
録
で
あ
る
こ

と
を
、
資
料
の
筆
跡
、
本
資
料
の
紙
背
の
記
述
、
黙
老
か
ら
の
馬
琴
や

殿
村
篠
斎
、
小
津
桂
窓
宛
の
書
翰
、
馬
琴
の
日
記
な
ど
か
ら
確
定
す
る
。

そ
の
上
で
、
①
黙
老
の
知
識
源
の
参
考
資
料
と
な
る
こ
と
、
②
黙
老
の

旧
蔵
書
探
索
の
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
、
③
彼
の
文
化
圏
の一
端
が
判
明

す
る
こ
と
な
ど
、
資
料
が
有
す
る
意
義
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

　

本
資
料
は
、
黙
老
一
人
に
留
ま
ら
ず
、
彼
を
取
り
巻
く
様
々
な
文
化
・

文
学
研
究
の
一
助
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。



光
格
上
皇
の
文
化
的
行
事
お
よ
び
そ
の
再
興

大
手
前
大
学　
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田　

帝　

子

　

文
化
十
四
（
一
八
一
七
）
年
三
月
二
十
二
日
、
光
格
天
皇
は
四
十
七

歳
で
皇
太
子
恵あ

や

仁ひ
と

親
王
（
仁
孝
天
皇
）
に
譲
位
す
る
。
譲
位
後
も
熱
心

に
仁
孝
天
皇
の
歌
道
教
育
を
行
う
と
と
も
に
、
仙
洞
御
所
で
の
和
歌
御

会
や
管
絃
の
遊
び
を
精
力
的
に
行
っ
た
が
、
文
政
七
（
一
八
二
四
）
年

に
な
る
と
修
学
院
離
宮
の
御
茶
屋
を
造
立
し
、
九
月
二
十
一
日
に
御
幸
。

上
の
御
茶
屋
の
中
島
の
頂
に
建
つ
窮
邃
軒
に
お
い
て
和
歌
御
会
、
当
座

御
会
、
管
絃
の
遊
び
を
催
し
た
。
も
と
も
と
明
暦
元
（
一
六
五
五
）
年

に
修
学
院
を
訪
れ
離
宮
の
造
営
を
計
画
し
て
御
幸
を
行
っ
た
の
は
後
水

尾
院
で
あ
っ
た
。
続
い
て
霊
元
院
も
御
幸
し
た
が
、
そ
の
後
絶
え
て
い

た
も
の
を
光
格
上
皇
が
再
興
し
た
。

　

天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
二
月
二
十
二
日
は
、
後
鳥
羽
院
没
後
六
百

年
忌
に
あ
た
る
。
光
格
上
皇
は
自
ら
の
意
思
で
御
法
楽
百
首
和
歌
短
冊

を
水
無
瀬
宮
に
奉
納
。
奉
行
の
冷
泉
左
衛
門
督
を
水
無
瀬
宮
に
参
向
さ

せ
神
前
で
和
歌
を
読
み
あ
げ
さ
せ
て
い
る
。
既
に
鈴
木
健
一
「
後
鳥
羽

院
と
後
水
尾
院
」（『
近
世
堂
上
歌
壇
史
の
研
究　

増
補
版
』二
〇
〇
九
年
）

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
ご
と
く
、
後
水
尾
院
は
、
寛
永
十
五
（
一
六
三
八
）

年
後
鳥
羽
院
四
百
年
忌
の
際
に
水
無
瀬
宮
法
楽
御
会
等
の
行
事
を
催
し

て
い
る
。

　

光
格
上
皇
は
精
力
的
に
御
会
和
歌
を
運
営
し
、
歌
道
教
育
に
励
み
、

文
化
的
行
事
を
再
興
し
た
が
、
後
水
尾
院
や
霊
元
院
を
先
例
と
し
て
上

皇
と
し
て
の
理
想
を
目
指
し
た
の
で
は
な
い
か
。
修
学
院
離
宮
へ
の
御

幸
、
後
鳥
羽
院
没
後
六
百
年
忌
、
光
格
上
皇
の
詠
ん
だ
和
歌
な
ど
か
ら
、

そ
の
こ
と
を
実
証
し
た
い
。

『
四
季
交
加
』
と
『
四
季
物
語
』

国
文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授　

大　

高　

洋　

司

　

山
東
京
伝
の
風
俗
絵
本
『
四
季
交
加
（
し
き
の
ゆ
き
か
い
）』（
寛
政

十
年
刊
）
は
、
作
者
に
と
っ
て
後
半
生
の
文
芸
活
動
の
出
発
点
に
位
置

す
る
作
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
〈
江
戸
年
中
行
事
職
人
尽
俳
文
絵
本
〉

と
ま
と
め
ら
れ
る
旨
の
指
摘
が
あ
る
（
井
上
啓
治
『
京
伝
考
証
学
と
読

本
の
研
究
』
第
一
章
）。
今
回
新
た
に
注
釈
作
業
を
試
み
た
結
果
、
こ
れ

を
補
足
し
得
る
点
が
あ
っ
た
の
で
報
告
し
た
い
。

　

本
作
の
絵
に
添
え
ら
れ
た
江
戸
の
四
季
を
め
で
る
文
章
中
に
、「
…
と

書
か
れ
し
も
」
の
よ
う
に
引
用
と
判
断
で
き
る
と
こ
ろ
が
三
ヵ
所
あ
り
、

う
ち
一
ヵ
所
の
出
拠
は
風
来
山
人
『
根
無
草
後
編
』
四
之
巻
で
あ
る
が

（
拙
稿
「
山
東
京
伝
―
江
戸
っ
子
気
質
」）、
残
る
二
ヵ
所
は
鴨
長
明
に
仮

託
さ
れ
た
宮
中
の
年
中
行
事
書『
四
季
物
語
』に
よ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

同
書
に
は
写
本
と
、こ
れ
と
は
内
容
を
異
に
す
る
版
本
『
歌
林
四
季
物
語
』

（
貞
享
三
年
刊
の
京
版
、
同
年
刊
の
江
戸
版
あ
り
。
た
だ
し
両
者
は
別
版
）

と
が
あ
り
、
京
伝
は
写
・
刊
の
両
方
を
見
て
い
る
。

　
『
四
季
交
加
』
に
引
用
さ
れ
た
の
は
専
ら
風
物
の
描
写
で
あ
る
が
、『
四

季
物
語
』
利
用
の
背
景
に
は
、「
江
戸
年
中
行
事
」
の
根
底
に
「
宮
廷
行

事
」
を
据
え
る
意
図
と
共
に
、「
鴨
長
明
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
「
店
は
商
人

心
は
隠
者
」（
寛
政
六
年
夏
京
伝
店
売
出
し
の
引
札
）
と
い
う
洒
落
本
処

罰
後
の
京
伝
の
心
境
に
通
っ
た
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、

『
四
季
交
加
』
本
文
へ
の
『
方
丈
記
』
ま
た
『
徒
然
草
』
か
ら
の
少
な
か

ら
ぬ
裁
ち
入
れ
と
も
呼
応
し
て
、
源
内
戯
文
と
共
に
、
本
作
の
大
き
な

栄
養
源
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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●京王線
　（区間急行・快速・各駅停車）
・新宿駅・渋谷駅より約20分
仙川駅下車、徒歩10分

・地下鉄都営新宿線で笹塚駅乗換
仙川駅下車、徒歩10分

●小田急バス
・JR吉祥寺駅（南口、バス停7番）よ
り30分。白百合女子大学入口に
て下車、徒歩5分。

・JR三鷹駅（南口、バス停7番）より
30分。白百合女子大学入口にて
下車、徒歩5分。

・小田急線成城学園前駅（西口、バ
ス停1番）より15分。仙川駅入口
にて下車、徒歩15分。

●タクシーをご利用の場合は、行
先を白百合女子大学「東門」と
ご指定ください。

発表会場：講堂　委員会：２号館大会議室　懇親会：11号館カフェテリア
図書展示：図書館　編集委員会：1号館 2階 1203 教室

会場案内図

会場へのアクセス


